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関東 3県の 4大学に通う大学生、恋愛経験のある学生 276名（男 130名、女 146名）、年齢は 18歳～
29 歳、恋愛経験のない学生 107名(男 36名、女 71名)、年齢 18～23歳。有効回答率は 90.97%であった。 
①三種類の暴力項目中ひとつでも「ときどき」「いつも」と回答した学生(性的暴力一度でもを含む)
は、男子 30名(23.08%)、女子 60名(41.10%)、言語的・身体的・性的暴力すべての被害を受けていたの
は女子 17名(11.64%)。身体的・性的暴力における dating violence 被害は、男子より女子の方が統計
的に有意に被害に遭っており、特に 20 歳以下よりも 21歳以上の女子学生の方が有意に被害を経験して
いた。誰にも相談しなかった理由として、「いやがらせをされていた」「話し出しにくい」などの理由も
あり、学生の 67.00％が、dating violenceへの支援やアドバイスを必要としていた。 
②男子は女子よりも、暴力を暴力として認知しておらず、暴力への不快感も持っていなかった。また、
恋愛経験のある学生は恋愛経験のない学生よりも暴力を暴力として認知せず、暴力に対して不快感も持














































平成 25年 12 月 4日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と
判定した。 
よって、著者は博士（ヒューマン・ケア科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認
める。 
